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1. 高齢者講習指導員に対するアンケート調査の回答状況

高齢者講習指導員に対するアンケート調査を実施し、運動機能の低下と危険運転の関係、実車試験導入
の是非等について、分析を行った。

実施教習所：
調査対象の教習所等に所属し、高齢者講習に携わる指導員
実施時期：平成29年11月13日（月）～12月10日（日）
調査手法：郵送アンケート調査
有効回答数：1997件
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2. 実車試験導入の是非について

実車試験導入の是非について尋ねたところ、指導員の39.3%が賛成、41.6%が反対と、導入の是非はほぼ同程度であった。

問１．一定の高齢運転者に対する実車試験導入の是非について

N=1,997

39.3

41.6

18.3

0.9
賛成 反対 どちらでもよい 無回答

【反対の主な理由（自由回答より）】

・ 代替となる移動手段の確保や生活支援施策の充
実等、社会的な支援の整備が先決ではないか

・ 現状の高齢者講習を充実させるなど、試験では
なく教育による解決策が有効ではないか

・ 実車試験だけで免許の取消し等を判断することは
難しいのではないか（明確な基準作りが難しい）

・ 試験合格の基準に達する高齢者は少ないため、
技能試験は有効ではないと考えている

・ 高齢者への負担が高まるのではないか

【賛成の主な理由（自由回答より）】

・自主返納ではなく、リスクが特に高い高齢運転者に
は運転させないようにすることが必要である
・今後、高齢化が進むことを考えると、危険運転に
直結するレベルまで身体機能が低下する人が増加
する
・実際に講習時に危険な運転をされる高齢者もいるた
め、試験による選別が高齢者の事故低下に繋がる
・試験導入により、高齢者の意識改革にも繋がる
（法規の再勉強等の機会にも繋がる）
・特に自覚も無く運転機能の低下を認めない高齢者
等に有効ではないか
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3. 運転技能が低下していると考える年齢

年齢と運転技能の低下との関係について尋ねた結果、75歳以上で低下していると回答した割合は26.9%、80歳以上が38.2%、85歳以上が
9.5%であった。

問２．高齢者講習の指導を行っている中で、特に運転技能が低下していると考える年齢

N=1,997

26.9

38.2

9.5

24.7

0.8
75歳以上 80歳以上 85歳以上 その他 無回答
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4. 実車試験の対象者の選定について①

実車試験の対象者を選定するに当たって、高齢者講習の実車指導の際の運転行動を考慮することの是非を尋ねたところ、賛成が43.4%、反対
が52.8%であった。

問３．実車試験の対象者を選定するに当たって、高齢者講習における実車指導の際の運転行動を考慮することの是非について

N=1,997

43.4

52.8

3.8
賛成 反対 無回答

【反対の主な理由（自由回答より）】

・慣れない環境での講習であるため、普段の運転行
動について完全に把握できないのではないか
・講習時には緊張感や体調不良等から普段とは異な
る運転行動をとられる方もいるが、それを考慮でき
ないのではないか
・明確な評価基準が無ければ教習所等での評価は
難しいのではないか

【賛成の主な理由（自由回答より）】

・繰り返し課題を実施するため、偶発的なものだけで
ない危険な運転行動を把握できる
・運転能力には個人差があり、講習時の運転行動で
それを考慮した選別が可能である
・事故・違反歴のある人でも、運転リスクが高い人ば
かりではなく、違反や事故をしていない人でも運転リ
スクが高い人がいる
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4. 実車試験の対象者の選定について②

問3で賛成と回答した指導員に対して、高齢者講習の実車指導のみを対象者を選ぶ基準とすることについて尋ねたところ、他の要素について考慮
した方がよいとの回答が74.2%と、高齢者講習のみでよいとの回答を大きく上回った。

問４．高齢者講習における実車指導のみを実車試験の対象者を選ぶ基準とすることについて

N=861

25.1

74.2

0.7

高齢者講習のみでよい
他の要素（過去の違反・事故歴など）についても考慮した方がよい
無回答

【他の要素についても考慮した方がよい
主な理由（自由回答より）】

・実際の交通環境下での運転行動や振る舞いを
把握できないのではないか
・法規の理解ができていない受講者への対応が
できないのではないか
・認知機能の低下等による危険な運転行動は、過去
の違反や行政処分との関係性が高く、それらを考慮
すべきではないか

【高齢者講習のみでよい主な理由
（自由回答より）】

・違反や事故が無いことが、必ずしも安全な運転行動
と繋がらないため
・過去ではなく現時点で、法規を理解していたり、安
全運転ができているかが重要であるため
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4. 実車試験の対象者の選定について③

問3で賛成と回答した指導員に対して、どのような運転行動がみられた場合に実車試験の対象とすべきと考えるか尋ねたところ、危険運転行為が
みられた場合と回答した割合が56.6%、ある課題について複数回挑戦したものの成功に至らなかった場合と回答した割合が34.4%であった。

問５．どのような運転行動がみられた場合に実車試験の対象とすべきか

N=861

56.634.4

5.2 3.8

危険運転行為（運転免許試験の試験中止行為等）がみられた場合
ある課題について複数回挑戦したものの成功に至らなかった場合
その他
無回答
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4. 実車試験の対象者の選定について④

問５で「ある課題について複数回挑戦したものの成功に至らなかった場合」と回答された方について、成功しない場合には実車試験の対象とすべきと考える課
題について尋ねたところ、以下のとおり、交差点での確実な停止、標識等の確認、見通しの悪い交差点など、交差点に関する課題への回答が高い傾向。

問６．高齢者講習の実車指導における課題のうち、成功しない場合には実車試験の対象とすべきと考える課題（複数回答）

N=293

運動機能
に関する課題

信号機のある
交差点

一時停止標識のある
交差点

進路変更

カーブ走行

25.2
69.1

14.4
17.4

4.0
2.3
3.7

15.4
55.4

68.5
22.1

73.5
77.5

40.6
58.4

13.8
41.6

20.1
60.4

11.7
39.9
47.3

35.2
5.4

方向変換
見通しの悪い交差点

段差乗り上げ・コーナーリング
車両感覚走行・制動

パイロンスラローム
８の字（二輪）

コーナーリング（二輪）
信号機手前での減速

信号の確認
信号に従った運転

交差点手前での徐行
一時停止標識の確認

確実な停止
停止位置

交差道路の安全確認
二段階停止
合図の有無
合図の時期
安全確認

緩やかな進路変更
カーブ手前での減速

曲がり具合に応じた速度
ふらつきのない運転
正しい運転姿勢

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0
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5. 実車試験の内容について

実車試験の内容として適当であると考えるものについて尋ねたところ、「「免許取得時と同等の試験」のうち、高齢運転者の身体機能の低下が影
響を及ぼすと考えられる課題に限った試験」との回答が39.6%と最も高かった。

問７．実車試験の内容として適当であると考えるもの

N=1,997

14.1

23.7

39.6

14.6

8.0

免許取得時と同等の試験
外国免許の切替えの際の技能試験と同等の試験
「免許取得時と同等の試験」のうち、高齢運転者の身体機能の低下が影響を及ぼすと考えられる課題に限った試験
その他
無回答
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6. 実車試験不合格者の再受験の是非について

実車試験に不合格であった場合の再受験の是非について尋ねたところ、一定の期間・回数に限り再受験できるようにすべきとの回答が51.9%と最
も高く、次いで何度も再受験可能とすべきとの回答が32.8%であった。

問9．実車試験に不合格であった場合の再受験の是非について

N=1,997

32.8

51.9

7.5

7.8

何度も再受験可能とすべき
一定の期間・回数に限り再受験できるようにすべき
再受験は不可能とすべき
無回答

【一定の期間・回数に限り再受験できるようにすべ
きと回答した方の理由（自由回答より）】

・試験場の運転環境に慣れた上で評価するために、
一定期間等に限り再受験を認めるべきではないか
・複数回の実施は受験側及び実施側の負担が高
いのではないか

【何度も再受験可能とすべきと回答した方の理由
（自由回答より）】

・免許の取得の際は何度も受験できるので、同じ方が
良いのではないか
・繰り返し試験を受けさせることで、運転行動の見直
しに繋がるのではないか
・期間・回数を限定する明確な理由や根拠が無けれ
ば何度も再受験を可能とすべきではないか

【再受験は不可能とすべきと回答した方の理由
（自由回答より）】

・実車試験の対象者は運転リスクの高い方であるた
め、再受験は必要ないのではないか
・複数回の受験は受験側及び実施側の負担が高い
のではないか
・課題に慣れてしまうと正当な評価ができないのでは
ないか
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7. 実車試験を指定自動車教習所で行うことの是非について

実車試験を指定自動車教習所で行うことについて尋ねたところ、反対が72.9%、賛成が22.1%であった。

問10． 実車試験を技能検定のように指定自動車教習所で行うことについて

N=1,997

22.1

72.9

5.0
賛成 反対 無回答

【反対の主な理由（自由回答より）】

・負担や既存の教習所業務への影響が大きい
・トラブルやクレーム発生時の対応が難しい
（民間ではなく公的機関での実施が良いのでは）
・明確な評価基準や判断基準が無ければ教習所の
責任が大きい。
また、教習所間で評価や判断に差が生まれる
可能性もある

【賛成の主な理由（自由回答より）】

・受験者の利便性や負担軽減を考えると教習所で
実施する方が良い
・一般道での試験では事故等のリスクがあるため、
コースや施設を備えている教習所が適している


